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令和３年度 事業計画書 

 

一般社団法人 滋賀県生活衛生協会 

 

１．生活衛生協会ならびに生活衛生会館の管理運営に関する事業 

 

 （１）定例会議は次の予定により開催する。 

    通 常  総 会 令和３年５月（決議の省略で実施） 

    理   事   会 令和３年５月、１２月上旬、令和３年３月下旬 

    監  査   会  令和３年５月    

    （必要に応じ、臨時に理事会、正副理事長会、監査会等を開催） 

 

 （２）滋賀県生活衛生大会を令和３年６月に大津市で開催する。 

 

（３）必要に応じ、新事務所運営のための企画運営委員会を開催し効率的な運営に努める。 

 

 （４）業務体制を見直し,専従の事務局体制を整備する。完全自立までの当面の間、事務の

一部を滋賀県生活衛生営業指導センターに出向委託する。なお、今後も協会と指導セン

ターが情報交換を密にし、相互に支援する。 

 

（５）テナントの入居促進のため、内部の床やトイレ等の設備改善工事の実施を企画運営委

員会で検討の上実施する。 

  

 

２．生活衛生功労者表彰に関する事業 

 

 （１）生活衛生大会において、生活衛生功労者等に対し「生活衛生協会理事長表彰」を行な 

い表彰状と記念品を贈る。また、各組合から推薦のあった優良従業員表彰を検討する。 

 

 （２）被表彰者は、所属組合理事長ならびに経営相談員会々長等の推薦した者の中から理 

   事会の意見を聴き、理事長が決定する。 

 

 （３）生活衛生大会において、生活衛生功労者として「滋賀県知事表彰」される者に対し、 

当協会から記念品を贈り顕彰する。 

 

 （４）新生活様式への対応等のため、大会の開催方法は正副理事長で検討の上決定する。そ

の他、表彰規程に基づき、各生衛組合等が実施する式典や競技大会等において表彰状も

しく感謝状等を贈る。 

 

 

３．滋賀県共済協同組合等との代理所委託契約等に関する事業 

 

 （１）火災共済については、日本政策金融公庫融資とも関連するので、共済契約の推進に努 

力する。 

 

 （２）その他の共済契約推進にも努力する。 
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４．生活衛生思想の普及ならびに滋賀県各種関係団体との連絡調整等に関する事業 

 

 （１）県下の生活衛生営業の発展ならびに衛生面の向上、生活衛生思想の普及のための各種

事業を推進する。また、本年度の滋賀県生活衛生業界の「消費者への共通スロガーン」

を策定し、消費者・利用者にアピールするとともに、時代に対応した生衛業界の振興と

地域社会の福祉増進等に努める。 

 

 （２）生衛業の向上のため、連絡会議を次の予定により連絡調整する。 

 

   〇日本政策金融公庫両支店との生衛融資に関する連絡会議（生衛貸付連絡会・指導セン

ターと共催）                   令和３年１１月 

 

   〇主管税務署との生衛関係の税務に関する研修会（指導センターと共催） 

令和３年１１月 

 

   〇新春如月互礼会（生衛業意見交換会）        令和４年 ２月 

    なお、新生活様式への対応のため互礼会の開催方法は正副理事長で検討の上決定する。 

 

 （３）その他各種関係団体とも友好関係を推進し県内の生衛業の向上発展のため連絡調整に

努める。 

 

 

５．公益目的支出に関する事業 

 

公益目的支出計画に基づき、公益財団法人滋賀県生活衛生営業指導センターに特定寄附を 

行う。また、滋賀県総務課の指導を得て一般社団法人として遺漏のないよう適切な法人運営

をはかる。 

 

６．災害時包括支援協定に関する事業 

 

  滋賀県と締結した生衛業包括支援協定が実際に稼働するよう指導センターとともに準備

に努める。併せて、災害時の帰宅困難者への対応に協力する。 

 

 

７．前各号に付帯する事業を実施する。 

 

 


